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1.はじめに

幼児期(1"-'6歳未満)は、運動機能の発達が

目覚しく、認知力が発達し、想像力も広がり、非

日常的なものに対して不安や恐れが強くなる時

期である。1)さらに、手術室という見知らぬ環境に

置かれることや、母子分離することの恐怖感がそ

の後の発達段階に影響がでるといわれている。 2)

現在、中央手術部(以下、当手術部)では、母子

分離の時聞をなるべく少なくするために、入室ホ

ールで看護師聞の申し送りをしている問、保護者

に患児を抱っこしてもらうといった工夫をして

いる。しかし、患児が入室ホールから手術室へ移

動すると、保護者と離れることで不安による行動

(暗泣したり、暴れたりする)がみられることが

多い。

小児科専門病院などでは手術を受ける患児に

対して保護者がともに入室し、入眠するまで付き

添うといった、保護者同伴入室(以下、同伴入室)

を取り入れている。3)同伴入室は、母子分離するこ

となく不安が緩和され麻酔導入がスムーズにな

ると先行研究で報告されている。心当手術部でも

以前より、同伴入室を導入したいという意見はあ

ったが、今日まで実施できないでいる。そこで、

実施できない問題点は何なのか具体的に知りた

いと思い、当手術部スタッフに質問紙による調査

を行うこととした。今回、質問紙の項目の抽出が

できたのでここに報告する。

n.研究方法

1.研究期間

平成22年7月 1日"-'10月 1日。

2.研究メンバーの構成(表 1)

表 1 手術室経験年数と人数

手術室経験年数 人数

2年目 2 

3年目 2 

5年目 1 

7年目 1 

合計 6 

3.研究方法

1)問題点の抽出

上記の研究メンバーが、まず、同伴入室におけ

る先行研究ゆ@を参考にし、同伴入室における一

般的な問題点を抽出した。さらに、同伴入室を当

手術部で導入するにあたっての当手術部におけ

る問題点を抽出した。抽出した内容に対して即

法を用いて 7つに分類した。

2)質問紙の作成

7つの問題点をもとに質問紙の項目の抽出を

行った。問題点の項目を抽出する段階で出てこな

かった項目に対して、新たに項目を設け 11カテ

ゴリーの質問紙を作成した。

用語の定義

母子分離:乳幼児と母親とが物理的に離れている

状態のこと。
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m.倫理的配慮
看護部・看護研究倫理委員会に看護研究倫理審

査申請書を提出し査定中である。

lV.結果

悶法を用いて導き出した問題点は次の通りで

ある。

1)同伴入室に対する知識の不足があるのではな

いカミ。

2)時間における困難(入室、導入などの時間が現

状より延びるのではないか)な問題があるのでは

ないか。

3)人員における困難(マンパワ}不足、他部門の

協力が得られるか)な問題があるのではないか。

4)場所における困難(更衣の場所の確保できるか)

な問題があるのではないか。

5)倫理における困難(母親への説明が十分にでき

るか、他の患者のプライバシーの保護できるか)

な問題があるのではないか。

6)システムにおける困難(マニュアルの整備、オ

リエンテーション内容、他部門との連携)な問題

があるのではないか。

7)清潔、不潔における困難(保護者同伴すること

での空調汚染)な問題があるのではないか。

以上の問題点をもとに質問内容を作成し、 11

カテゴリーに分類した。質問紙の内容と項目数は

表2の通りである。

表2 質問紙のカテゴリー内容と質問数

カテゴリー 質問数

現状分析 3 

意識 7 

業務的問題(時間) 8 

業務的問題(人員) 8 

業務的問題(場所) 5 

業務的問題(スキル) 3 

清潔・不潔 4 

システム 13 

倫理的問題 7 

心理的問題 6 

教育 3 

合計 67 
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V.おわりに

今回、当手術部で同伴入室を導入する上での問

題点を明らかにするための質問紙を作成するこ

とができた。

今後、当手術部スタッフに対して、作成した質

問紙にて調査を実施し、 11カテゴリーにおいて

何が一番問題なのかを明らかにし、同伴入室実施

に向けての検討をしていきたいと考える。
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